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8もre s s と 尿係数

第 1報 アノレコーノレ負荷の尿中生機的物質排出に及ぼす影響について

中山雄

(北海遺大学医学部生化学教室 主任:安岡守雄)

(北海遺大学結核研究所指導:西風伶)

エチルアjレゴーノレ(以下「ア」と略記)の生体l乙及ぼ

す影響l乙関する研究は，或は人体を対象とし，或は動物を

対象として，すくなからず行われ，没多の興味ある結果が

報告されているが， 1ア」に以らず，種々の外力によって

生体が負何されるIJれ生体の energy代謝，水分，士長支Jj

代謝，約'f'f，蛋白日，脂質代謝等に，それが大きく波及

しJ f:と等の代謝の中或る物は衰微しp 或る物は11:進するで

あろう。然し是等の代謝の盛衰の間には有機的関連性が存

在し，生体は常に内的環境の恒常維持lこつとめ，是等の外

力l乙対し適応性を保持する O 従って「ア」の生体に及ぼす

影響に関する生化学的研究にしても，個々の代謝につき深

く観察する事も大切であるが，同時にそれ等の代謝につき

広範囲に ~'if~索し，その有機的関連性の下 lこ， 1アJIこ対す

る生体の適応の状態を全体としてJ町屋しおく事も重要な課

題のーっと考えられる O

「ア」負荷(以下“「アJstress"と略する〉下のみな

らず，如何なる環境下の生体lこ関する研究にしろ，本来の

実験生理学的方法としては》先ず生体のそれ等外力に対す

る適応の強弱3 いわば疲労の度を観察し 3 次にその依って

来る所を個々の代謝に求めて行く事である O 然しその個体

全体の症状》目IJち疲労の度を測定する為めに，従来いろい

ろの方法が考案されているが，いつれか一つの方法でその

全貌を示すと言うものは無い。

余は出己の研究l乙際し，いわゆる疲労の測定法とし

て， Donaggio-tl.l添法1人尿燐酸1lQ法へ安田・西風ドめ

の尿係数法を採用したが，是等とても必ずしも疲労の度を

表示してくれるとは限らず，余はそれ等の方法を“「アJ

stress"下の生体の波)Jの研究にある程度の参考としp 下

記尿生機物質7穏を測定し J むしろそれ等の方法の疲労測

定法としてのu町立につき批判検討をJJIIえると同時に 3 それ

等 11種の生機的方法により“「アJst ress"下の生体の適

応の状態につき検索し， 1ア」と種々なる疾病(胃潰場，

高血圧，ロイマチスムス等)並びに肝機能及び手術をめぐ

る栄養素としての「ア」の怠義の解明i己資せんとするもの

である。

実験条件並びに測定方法

本研究は総て的成男子(30才前後) 12名を対象とし

て行った。

1) 実験条件

a) 対日明、群 (A群) :本群は 8時より 16時迄思い思

いの業な状態で合宿所で休ませた後 17時 30分迄lζ実験

室K集会させ時間臥床安静の後25% 1アJ200 ccを
15分以内lこ経口投与しA群と名付けた。

b) 8時間勤と;群 (B群) :本群lま公務員程度の勤

f'j8時間の後時間臥lぶ安静し「ア」を A 群と全く同

様に投与した群で B 群と名付けた。

c) 4時間劫柁群 (C群) :本群は B群同様の勤務

4時間の後，ただちに 25% 1アJ200 ccを 15分以内に

経口投与した群で C 群と名付けた O

d) 1ア」投与後は全被検者を室温 18oC，臥局、安静

lこ同;き B 水分の摂取を禁じた。

e) 採尿条件

i) A群 16lliitJt尿， 1711寺30分迄の第 1尿を出

動尿， 1811主30分迄の第 2尿を安諮尿 20時迄の第3尿

を「ア」投与後第 1尿(以下「アJ後第 l尿と略する)， 
21時 30分迄の第4尿を「ア」投与後第2尿(以下「ア」

後第2尿と略する)， 23時迄の第F尿を「ア」投与後第3

尿(以下「ア」後第3尿と略する)とした。即ち「ア」投

与後は 1時間 30分毎l己採尿を行った。

ii) B群 16時排尿， 17時30分迄の第 1尿を勤務

尿とし， 18時 30分以後は A群と全く同条件で採尿し同

様に名付けた O

iii) C若手 15時排尿， 18時 30分迄の第 1尿を勤

務尿とし， 18時 30分以後の「アj投与後尿については》

全く A，B群と同条件且つ同名称である。
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II) 測定方法

a) 尿量 (ccpョrhour) 

b) 尿中クロール Mohrの方法により測定時

間値 (mgper hour)，及び単位置1Io:(mg p~r 100 cc) 

で表示した。

c) 尿中燐酸偵:西風，斎il~;2) の方法lこ依り測定，

クローノレ同様 1時間値 (mgper hour)及び単位量値

(mg per 100 cc)で表示した O

試薬① BP指示薬 (PH8.8紫)75 % IアJIこブェ

ノーノレブタレイシ1.596，プロームチモーノレプラヲ (BTB)

0.0ラタ6の割に溶解する。① N/20NaOH (titerニ X)(3) 

20.0 %塩化カノレνューム (BPを灼示薬として PH8.8に
補正)

実施方法:内容 300ccの三角プラスゴに尿(着色甚

しい時は獣炭末で処丙し癒過後の尿を使用した)10.0 cc 

を採り， BP被 5-10滴加え，Nj20 NaOHで滴定し，こ

れを accとし，塩化カルνユーム1O.0ccを加え N/20

NaOHで更に滴定し，その全使用長を bccとする。

計t~t: :燐酸傾 (mgper hour) 
1 U!J'間尿!日=(b-a)¥50Xxx一一一
100 

燐酸濃度値 (mgper 100 cc)二 (b-a)x50xx

d) Vakat-O，総決度酸値 (K)，第2沃度酸値 (K2)'

はすべて西風の方法に従い測定し，それを 111寺問自立 (mg

per hour) I乙て表示し，それ守より安岡・西風の尿係数

O/K， O/K2 flL~を~~出した O

i) Vakat-Oの測定3):硬質磨合試験管l乙照1.0 cc， 

飽和硫酸銀 5.0cc，酸化剤(濃硫酸J :iliクローム酸!lt液)

10.0 ccをとり，型の如く水浴 1000C1時間酸化，約台市

の蒸溜水lζて定量的に内容 300ccの三角ゴJレベシにうつ

し，放冷後，沃度酸加型を加え， 1%澱紛液を指示薬とし

て N/!Oチオ硫酸ソーダにて滴定，酸化l乙要したクローム

酸の量より酸素消費量を求め， 111寺町値 (mgper hour) 

ICて表示する O

ii) 沃度酸値 (K，K2)4)の測定:

イ) 総沃度酸値 (K):太型硬質試験管l乙尿 2.0cc， 

稀硫酸(1.55約 10.Occ，0.13 %決度酸加里 10.0ccを力11

え，混合・二重水浴 (930- 950 C) Iこて 30分]度酸化，

沃度酸加里を加え， 1.0 %澱粉液を指示薬として N/ラOチ

オ硫酸ソーダにて滴定，酸化に要した沃度酸加里の量より

酸素消費量を求め， 11時間値 (mgper hour)にて表示

する O

ロ) 第2沃度酸f直 (K2):上記太型試験管lこ尿， f希

硫酸，沃度酸加盟を同様に採るが，それを水浴で酸化する

事なし室温で 12-24時間放置，緩除l乙酸化，上と同様

な操作で滴定酸素消費量を求めるが，この場合この第2沃

度酸fl!fは J'.J己決度酸111'[より本殴利目 ~tTtJ:を作14'して:-]ミめ

られる。

e) Donaggio値1): 111添・ Donaggioの方法によ

った。

f) O/N 値 (miillurの酸化<<'，j):窒素はキールダー

ノレ法により Oは前記 Vakaト 0測定法によって百j-:t)lしたc

実験成績並びに総括

1) A， B， 0， 3群に於る尿中生機的物質の消長

a) 尿量1時間{直 (ccper hour)の消長

本f日(は A，B， C，名古干に於て斉i3， 15， 19表の通

りの経過をとり，出動尿を 100として労で表示すれば第

1， 11， 231泣の通りである。

|時間的経過の統計学的検討の結果は A 群は「ア」後

第 2，第3尿lこ於て有立の低値を Iア」後第 l尿に於て

最高f[l(を取る傾向があった o B ft'fl土iq?に有立涯を示して

増減し Iア」後策 11哀を頂点とするilJを形成していると

Jえ， 且つ「ア」後第3尿が一司苔子f似低l医氏E王;111'

う。 C群は 「ア」 後耳第ii1尿lにこ於てj長長高11仙値山山白巨:を取り， Iア」 後

第2尿lこ於て「ア」投与前と同f(旬こ Iア」後策3尿では

最低値を示したと日える。

A， B， C 3群問の統計学的検討の結果は前記第3，

15， 19表の通りであって A昨は「ア」後策 1，第2尿に

於て Btrflこ対し有刀、の高官!E{をとり， cm~は A ， B iif以下の

中間に位すると"える。

以上の諸点よりして B 併の如き長時間(81時間)勤

お後の生体lこ対しては“「アJstreos"は尿自の増大と|時

間の延長を凶き A+詳の如きゴl劫JI;の生体lこ対してはそ

の影響少く， C m~は中等度の影鍔をうけたと rミえる。

l!iJち“「アJstress" は B鮮の如き生体の水分代詩H乙

大きく作用し C群之l乙次ぎ A群lζ於てその作用が一

番少なかったと;守える O

b) クロール1時間値 (mgper hour)の消長

本f直は A，B両群に於て第4表の通りの経過をとり，

出動尿 3 勤務尿を 100として%で表示すれば夫々第2，12 

悶の通りである o (Cffrは本値を除外した〕

「時間的経過の統計学的検討J(以下“経過の統快"と

略する)の結果は，

A群 Iア」後;:f¥2， iti3尿に於て有立の最低1[1'!を

示したのみである。

B群:安静尿が最高11立を， Iア」後方!1尿及び勤務

尿之lこ次ぐ高値を Iア」後第 Z尿以後は有志の低11立を，

特に「ア」後第3尿は最低偵を示した。

A， B T百群聞の統計学的検討(以下“J貯問統ぽ'と

略する)の結果は，前記第4表の通りであり， Iア」後第
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2， Uぅ3尿lこ於て B1討が有色:の低値を示した O 消長

以上の諸点よりして， A群では「ア」後第2，第3の 本値は A，B 2群lこ於て第6表に示す通りの経過を

1¥l，J尿が略々 l叶程度のクローjレ排出に留る事を示すものであ 示しp 之を出動尿p 勤務尿を夫々 100%として表示すれば

り， B群では「ア」後第3尿で「ア」後第2尿以上のクロ 第4，14図の通りである O

-}レ排出の減少が行はれている事を示している(第2，]2 “経過の統検"の結果は，

図)0 A群:1ア」後第 1尿が「ア」投与前1胞に比し，明ら
。〕 クロール濃度 (mgper 100 cc)の消長 かに低値を示し以後有怠差はないが次第に高値を取る傾向

本値は A，B， C 3群l乙於て第5，16， 20表の通り を示していると言えよう O

の経過を取り，出勤尿，勤務尿を 100%として表示すれば B群:勤務，安静の両尿は高値を， 1ア」投与後の諸

第3，13，24図の通りである O 尿はすべて低値を示した。

“経過の統検H の結果は A，B両“群聞の統検"の結果は，前記第6表の通り

A群 1ア」後第 1尿IC於て有悲しの最低値を示した。 である。

B群:動的尿は有志の最高値を 1ア」後第 1，第 以上の諸点よりして本値は B群が A群lこ比較し vてそ

2尿と最低値をとり 1ア」後第3尿は「ア」投与前値よ の変化が少なかったと言えよう O 此の事は 1ア」投与lこ

りも低値を示した。 より燐酸の尿中排出の減少を示し，且つそれが勤務負荷を

C群 1ア」後第 1尿に於て最低1lD.を示した O 行はなかった All干に於て強く且つ永く続いた事となる O

各“脱聞の統検"の結束は，第 5，16， 20表lこ示す通 e) 酸度IIIi嬢度(燐酸値:mg per 100 cc)の消長

りである。 本f山は A， B両群lこ於ては第7表l乙示す通りの経過

以上の諸点よりして“「アJstress"による本恨の下 を示し，出勤尿，勤務尿を夫々 100%として表せば第5， 

降の原因は，恐らくクローノレそれ自身， n[Jちクロール単位 15図の通りである。

時開催によるよりは 3 むしろ尿量の増加に帰因していると “経過の統検"の結果は，

思はれる。 A群:1ア」後第 1尿に於て有意の最低値をとり，之

これ等3群を勤務時間の長短及び勤務の有無の一点、を に次ぐものは「ア」後第2尿であると考えられる。 (1ア」

除き，すべて同一条件であったと仮定するならば，クロー 後第3尿は 5%に;1]い危険度で安静尿に対して低下の傾向

/レlこ比する尿排出量の増大は生体を脱水症の方[口]に傾けた を示した。)

事となろう。 B群:1ア」後第 l尿は最低値を， Iア」後第2尿は

しかもその度が，最も長時間勤務の B 群に於て最も 之lこ次ぐ低偵を Iア」後第3尿は全経過中の最高偵を示

強く，勤務をしなかった A 群lこ於て最も弱く，半日動的 した事となる。

の C訴はその中間にあったと言えよう。 A，B両'‘群問の統放"の結果は，前記第7表の通り

勿論それが生体反応としての内分泌器官の影響3 或は である。

組織の7K親和度の減少が，此の様lこ生体を脱水症の方向に n[J ち本値は出動，勤 f:のí\f~尿問及び安 H'尿に於て B 群

追ひ込んだとは言え，こ ζに勤務後の「ア」投与は，生体 が有意の高値を Iア」投与後第 1，第2尿に於ては逆lこ

を歪んだ適応の状態l乙陥入れる事となろう。 B群が有訟の低fIiiを Iア」後第3尿では再び B群が有

一般に特別な食事を与える事無く，生体をそのままの 怠の高値を示した O

状態に於て健康な状態より，過労，疾病の状態まで，本値 f) Donaggio値の消長
を指標として追求するならば，作業疲労程度の疲労度に於 本値比 A， B 両群に於ては第しれ 8表に示す通

ては，その数値lζ大きな変動をみないが，過労，疾病の生 りの経過を示した。

体となると本値は次第に下降する事実はすでに発表されて “経過の統検"の結果は，

いるの。 A群:Iア」後第 1尿l乙於て有志の低値を示した以外

勿論その原因が食事摂量の減少に伴う結果であろうと に何処lこも有意の変化を見出し得なかった。

無かろうと， 乙の結果と今回の「ア」投与による“「アJ B群:何処lこも有主主の差を認め得なかったo

stressor" のもたらした本値の減少を併せ考える時に A，B両“群聞の統検"の結果は，

“「アJstress の生体えの歪んだ適応の強制の像が如実に 「ア」後第 l尿に於てのみ A群が B群に比較して有

うかがえると言い得ょう。 意、の低値を示した以外は全く有意差を認めなかった。之は

d) 骸度III1時間値(燐酸{直:mg per hour)の 第8表に示す通りである。
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g) O/K2値の消長 A， B 1付‘群間の統検"の結果は，前記第 11去のぷ

本値は A，B， C 3群に於て第 9，17， 21表の通り す通りである。

の経過をとり，出勤尿，勤務尿を 10096で:表示すれば，夫 以上の諸点よりして，“「アJstress" により本11立は

々第6，16， 25図の通りである A，B両群共lこ有志の高偵を取ったが， A， B両群聞に

“経過の統検"の結果は， は有志差なく Iア」後第ヨ尿では A群が Bll干に比較し

A群:Iア」後第 1尿で最高似を，第2尿では「ア」 て~ljllll:を示したと戸える。

投与前伐と同等111l:を Iア」後第3尿で最低1il(を示した事 j) 総沃度酸値K1時間{直(mgper hour)の消長
となる。 本他は A，B両群l乙於て第 12表に示す通りの経過を

B鮮:Iア」後第 1，第2尿で最高11!lをとり， Iア」 とり，出動尿，勤務尿を夫々 10096として示せばi{';9，19 

後第3尿では勤務尿と同等{仇を示した。 I司の通りである。

C群:IアJ後第 1尿は全経過を通じて最高値を 3 他 “経過の統検"の結果は，

の3尿聞には有志差を示さなかった。 A群:Iア」後第2，第ヨ尿l乙於て最高値を示し，他

A， B， C 3“群聞の統検"の結果は前記第9，17表 の3尿聞には有立は知い。

~L示す通りである。 B 群:安静尿に於て最高官1:を 3 勤政尿之l乙次ぐ高相

以上の諸点より Iア」投与前勤務(81時間)負荷の を， IアJ投与後は有立去を示しながら次第に低仰を取り，

B tr~こ於て非勤務の A 昨よりも永く且つ強い土'11 を示 「ア」後第3尿は長侭偵を示した。

し，短時間勤務 (4時間)の C群は A，B 両群の中聞に A， B両“群聞の統政"の結果は前記策 12;R{乙示す

あるものと考えられる O 通りである o

h) OjK値の消長 一般に本値の減少は甲状腺機能克進時p 即ち副腎機能

本値は A，B， C 3群lζ於て第 10，18， 22表の通り 低下時に起るもののように報告されている事よりして，上

の経過をとり，出動尿，勤務尿を 10096として表示すれ 記の本値の変化は興味ある事実と言はねばならない。

ば，夫々第 7，17， 26図の通りである。 k) 第E沃度酸値(ー名煮沸沃度酸値:K2 mg per 
“経過の統検"の結果は hour)の消畏
A群:O/K21J!{と略々 同様の経過を示し， Iア」後第 木1i任は A，B両群に於て第 13表の通りの経過を示

l尿lこで最高値を Iア」後第2尿は「ア」投与前の同値 しp 出動尿，勤れ尿を犬々 10096で表示すれば第 10，20 

と同等値を Iア」後第3尿で最低値を取った。 図の通りである。

B群:Iア」後第 1，第2尿で最高仙となり， Iア」 “経過の統検"の結果は，

後tt~3 尿で「アJ 投与前例と同等仰を示した。 A 群: IアJ後詳}2尿で高官nを示したのみである。
C群:Iア」後第 l尿は会経過中の最高偵を示し，他 Bll下:IアJ投与により有立の低似を示しJζの状態

の 3 者間には有意差がないが Iア」後{~~ 2尿は第 1尿に が「アJ後第3尿まで続いたと言える。

続いて比較的高値を示したと言える。 A，B両“詳聞の統検"の結果は，前記第 13表l乙示

A， B， C 3“群間の統検"の結果l士官ij記第8，18， す通りである。

22表に示す通りである O 第 2ì夫度酸11庄町7)~乙関する最近の研究によれば，本値

以上の諸点よりして本値は OlK211'立と略々 同様の変化 は更に二つの劃分l己分けることを認めているが，正常人睦

を「ア」投与後に示したと言え，本値も亦 C群が A，B 眠尿に於る両値の測定値は次の如くなり， K4は 11.0士2.14

両群の中間的態度を示したと言える。 mg，K"は 5.45:t1.508 mgでK.は K"の2倍の偵を得

i) Vakat-O 1時間値 (mgper hour)の消長 ている。此の場合 K"章IJ分ば大体尿酸の如き副腎機能とI立

本値は A，B両群lこ於て第 11表に示す通りの経過を 接関係のあるものを含み， K4は stressの大いさに応じて

示し，出動尿，勤務尿を 10096表示すれば，夫々第8， 次第に下降減少し 3 死の直前の生体lこ於ては殆んど尿中l乙

18図の通りである O 排出をみない事を認めている所より K4は生機的にみて，

U経過の統検"の結果は， いはば生体の生理的機能の度を表示しうる誠に重要な物質

A群:Iア」後第 1第2尿は高値を示し，他は之に比 を含んでいる事が報告されている。

較して{底値を示した。 以上の同童Ij分を有する本値が Iア」投与によって大

B群:Iア」後第 1，第2尿に於て最高値を Iア」 きく変動を示した事は大いに意味があるといはねばならな

後第3尿lこ於て最低11立を示した。



以上の点よりみて， ，{i'しK2が広義のd:休防禦機能の

度〔① ACTH-Cortisone系 ①狭義の生体防禦機能

の皮(生態的機能の皮)Jと関係があるとすれば， A'!昨は

「ア」投与による“「アJstress"によっても，其の防禦

機能系が大きくいためつけられる事無く，むしろその一種

の stressorによって stress後(3-4時間目〕むしろ

上昇を示す結果を示している。

B群目iJち81時間勤お負荷後の生体に於て下降を示した

事は，このような条件下の“「アJstress"は生体を sho・

ck !こ導き易いと言う事になる。

1) 窒素1時間値 (mgper hour)の消長(第 21

図)

本{直は B群のみ測定したが， 其の経過は次の通りで

ある O

勤{:';尿:ヲ25.5:t137.31 mg， iア」後第 1尿:880.0 

:t 130.20 mg， iアJ後第2尿:593.1士 132.01mg， iア」

後第3尿:401.6:t 152.93 mg，で野m尿を 100%として
示せば第 21閃の通りである O

“経過の統検"の結果は iア」投与により「ア」後

第 1尿で最高値を， iア」後第2尿では勤務尿と同等値を，

「ア」後第3尿では最低f直を示す傾向をとったといえる。

m) O/N値の消長(第 22図)

本f直は勤務尿:0.90:t 0.159， iアJ後第 l尿:0.88 

土0.152， iア」後第ヨ尿:0.98:t 0.317， iアJ後第3

尿:1.25土0.428，と己う経過を示し，統計学的に検討す

れば次の通りである。即ち「ア」後;jfD尿が最高値をとる

と言える。

n) 血沈値 (2時間値:mm)の消長

本10立は「ア」投与l直前， iア」投与H'L後40分， iア」

投与後3時間 iアJ投与後4時間の?回測定したが，そ

の経過は第 14去に示す通りであり Iア」投与肖古iJ他を

100 %として表示すれば A 群第 27図， B群第 28図の通

りである。

“経過の統検"の結果は，

A群 Iア」投与後3，41時間目が有意の低保(下

降〕を示した。

B 群 iア」投与後40分で有立の最高値(上昇〕を

示した O

A， B 'IJ~ ‘群聞の統放"の結果は前記第 14 表の通り

であるが，第 27，28図で明な如く，直前他を 100%で現

した場合， A群の変動は少く B群lこ於てはその変動が

特に甚だしく，且つ「ア」投与後 40分に於て著しい上昇

をみせたのに反し， A群は逆にその度は少いながら下降の

傾向を示している O

65 

考按

従来「ア」代謝!C関する)f駄生化学的研究は，余の実

験とは異った条件の下に動物，己記は人体を材料として各種

の方面から行われている O

Le Breton5)は名種動物に於て，動物の種績により，

その「ア」に対する酸化係数は異るが，種が一定の動物l乙

於てはその酸化係数は略々同一である事を認めると同時

に，その酸化係数の順序はそれ等の動物lこ於るi走路代謝の

)1聞に配列される事を報告している O

叉，氏は各種栄養素を与えての実験に於て， rア」は
等力価の栄養素と置換して燃焼する事を示する共に， iア」

は寒冷，筋肉作業のエオ、jレギ-ifJ;{とは成り得ない事を報告

している。

桜j1:11 )13)は白色成熟家兎を使用し，肝切i才法及び門脈

結ゑ法一生育，，!こより，肝機能を種々な条件下 ~cl?è き，氏自r~ .森

下の法によって生体内「ア」酸化の状態を矧祭し，肝臓は

「ア」酸化を営む重要なる臓器ではあるが，これのみが

「ア」酸化を営む日住ーのもので無い事及び肝の酸化能が他

の肝機能に比較して特異的であるとは考えられない等の結

論を下している O

ヒ述の如く「ア」負荷下の生体をめぐる研究は殆んど

それが，肝機能を中心とする薬理学的研究法並びに「アJ

の各種栄養素の代謝に及ぼす影辞に限られているが，jCが

祐三lこ於て述べた如くア」投与に限らず，種々な外力

によって生体が負荷されるとき，"1体のエネノレギ一代謝 p

水分・塩類代謝，糖質，蛋白質，脂質代謝等lこクトJJが大き

く波及し，これAf:fの代詩)のうち日比ものは点微し 3 成ものは

1C進するであろう。しかしこれ等の代~Mtの盛衰の問には有

機的関連悦が存fiし，生体は内的条件の恒市につとめ，こ

れ等外力に対して適応性を保持する。かかる XJ~味に於て，

安田・西風の尿系数， Donaggio一山添氏法，尿中燐酸イlR

法を一応疲労測定法として探用し，“「アJstress"下の生

体の energy代謝を調べると同時に 3 生体内環境の恒常

保誌の状況を知るため，尿中燐酸，クローノレ，窒素等 11

種の尿生機物質を測定した。

従来疲労測定法として報告されている方法はあるとし

ても 2 それ等の殆んど総ては厳密に言えば疲労測定法では

無く，波;与の原因検査法ともみなす，jJきものであろう。

疲労とは外力に対する生体の防禦反応系の機能低下で

ある以上，その外力並びにそれに対する防禦反応〔内外)

ともに疲労の原因となりうるも決して疲労を表示するもの

では無く外力に適応してその生体防禦反応系の機能が正常

に且つ強固に増大して行けるならば，その生体は疲労して

いるとは言い難い O しかも否々をめぐる内的，外的，環境
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のすべては~JZ')jの原因となり得るのであって，とれが必る 考えたからである。

H告は波')J恢復の原因となり ，~Z j!~ る !l!iは皮))をもたらす原 若し前記竹屋氏の方法と;千三{庄がド行するものとすれ

困ともなる。従って種々な枚査itーがその外力或いは内)J ば， A， B 1，IU併の比岐に於て A jl干の出動尿と B群勤務

(防禦反応)!こ平行して変動を示すならば，それは決して 尿との間及び，両鮮の安静尿聞に於て常に B 群が高値を

疲労測定法では無く，その原因検査法にすぎない。 示した所よりして，竹星氏の言う如く，氏の方法は疲方測

以上の点より疲労測定法として採用しうる条件は生体 定法として適用される如く見えるが 3 “「アJstress"の負

内の物質代謝が(竹でも付でもとにかく極端な方向 !Cl頃し f~jの状態に於て両群聞に有意差を認めないのみならず，

Tこ場合，いつれの場合でも前l乙一定の方向に動くようなも “「ア stressH により上昇を予忠される本値が，むしろ大

のでなくてはならない。 きく下降を来したとミう矛盾を示している O

しかし J このような方法は現{迄の所あるとは限らな 一般に尿中の総ての生機的物質の表示方法は，血

PO 

故に余は今回余が採用したすべての方法について批判

検討を加え，しかる後個々の代~~j につき可及し度いと忠

つ。

I) “「アJstress"下の生体を対象とする疲労研

究法としての下記方法に関する考按

1) 酸度班1時間値(燐酸値:mg per hour) (第

4， 14図，第6表〕

木値は「ア」投与により A，B ~高群共lこ有意の低偵

を示し，且つ非勤務の A群は8時間勤務の B群に対して

有意の低値を呈した。

ζれは“「アJstress"により燐酸が尿中に減少する

事を意味している。

野崎町の胸廓成形術後患者を対匁としての報告，及び

重症癌患者と正常人の本値を比較しての報告，ま百総2)の大

学公務員と某工場従業員との本債の比較に関する報告，又

余等10)の結核症主主び:!C公務員を対象としての結果並びに

今回の実験成績を綜合するに，尿中の燐酸航は，それが

"stressJJ の度に応じて上昇するとは限らず，むしろ下降

する結果となる O

一般に燐酸は疲労と直接関係がある如く考えられ

ているが，尿中の燐酸は adrenalinにより上昇し，

Insulinにより下降し，生体の acidosis持に高値を

alkalosis時に低値を示すものである。西風がその綜

説的の中に述べている如く，生体の疲労は Adrenalin

投与時にも Insulin 投与時にも，又 acidosis，

alkalosis陥入時の生体にも同様に存ずる事より，燐

酸の生機的恵、義がいかなるものであろうとも，これに

よって疲労の度を観察しようとする考えは好ましいも

のでは無い。

2) 酸度E濃度(燐酸値 mgper hour) (第5.

15図，第 17表)

余が今回の実験l乙於て燐酸値を濃度値をも採用した理

由は竹屋氏の疲労測法との比較の:意味に於て参考になると

液の場合と異り 3 単位時間値で表示するのが普通であ

るが，その表示の方法が如何なるものであろうとも，

その測定値によって校クfの度が表示されるならば，そ

れに越した l判土無い。しかしこのような表示方法は一

般に生体の水分摂取の量に大きく影響され，正常人と

いえども同・のfrI(が得られず，好ましい衣示方法とは

三い得ない。

3) Donaggio値(第 1，2， 8表)

本foぢは余の実験に於る， A， B iJ，j岩手の比較に於て

“「アJstress"により B群が有志;の高値を「ア」後第 l

尿に於て示し J 一見“「ア s:ress"の大きい B群に好ま

しい結果を示したように見掛けられるが， B群lこ於る時間

的経過の検討の上には全く有意差を認めていない。一方比

の湯合クローノレはその濃度 (mgp"r luUcc)故びにその

1時間値 (mgper hour)に於て大きな変動を示し，体

内の水分・塩類代謝lこ強い五みを生じているにも拘らず，

それと木値がi白抜の関係をもたず》本11ftの変化は[11}か他の

因子によるものと考えられると同時に“「ア Istress"の

強かった B 到に於ても一定の傾向(上界〕を示さなかっ

7こ。

今日迄の文献に依れば，本f直は元来尿の pHと関

係し，生体が alkalosiョに傾いた場合むしろ低値を

示すものである O しかるに生体のldi労は acidosisの

場合にも， alkalosisの場合にもある以上，若し本位

が acibosisに並行して高値を示すものならば，波労

測定法としては成り立ち難い事になる。

4) OjN値

本{出は B 1i下(81時間勤務)のみ担l仏iごしたが，本f官値(直白を

構成する Vakat-勘-οl時問{値也 (mgper hour)及び窒素 l

時間f値直 (mgpe訂rhour)は夫々前述の通りであり Vakatト-. 
O と Nは4仔肋主川)の相関を示しており， rア」後第3尿に於る
本値の高値は Vakat-u値の下降l乙対するより高度の尿

中窒素排出の減少によるものと言える O

ujN 値は既知の如く尿酸化商の名が附せられ，体内

の酸化の状況をみる方法として miillurにより案出され



たものではあるカむ

西風の火傷患者を対象とする実験的 lこ於て，その中毒

期とみられる火傷後 1週間に於て，本値は 0.9-1.1の値

を，恢復期(火傷後 15-30日)に望んでむしろ1.2-1.7

と上昇を示した事実，及び人体を対象とする過大蛋白投与

実験(蛋白投与期間中，下痢症その他の異常を伴った実

験〕に於てもp その中毒期lこ段低偵を示した事完，又

本，原1)-(，fU氏10)の行った人体を対象とする栄養の研究

lこ於て，被検者l乙1ヶ月臥1本安静を保Tこせ且つ投与熱量を

1800カロリーに同定，蛋白量を 3.0g(per kg)より 0.1

gと種々に変えて本値の変化を研究した結果， perkg3.0 

g!乙於て最低値を， per kg 2.0 g， 1.0 g， 0.3 g と投与

量を減ずるにつれ，本値の上昇する事実を認めている。

以上の諸事実より，本値は体内の蛋白代謝の盛衰に大

きく影響され，体内の酸化の良否とは直接関係少なく，蛋

白代謝の1C進日告に下降し，その衰微時lこ上昇Aする如く推察
される o (同様の事実が里子崎の胸成術後患者についても認

められている o ) 

余の実験lこ於る O/N値の上昇は Vakat-O値の下降

と言うよりは，尿中窒素排出量の下降にその原因があり，

「ア」投与直後に於る極端な窒素の尿中排出の増量，日[Jち

余儀なくされた蛋白代謝のアL進の像と，それに続く抑制の

像がうかがわれ，本{直は疲労或は体内の酸化の状態と直践

の関連を有するものでは1mく，蛋白代謝の盛史に関係して

いるものの如く考えられる O

5) 安田・西風の尿係数 (O/K，O/K2) 

i) O/K値(第7，17， 26図，第 10，18， 22表)

本値は“stress"のより強かった B群l乙於て A群に

比較し有志の高値を強く且つ長く示した。しかもこの O/K

値の上昇は Af，fに於る総沃度酸1i1lKの上昇と B群lこ於る
その下降による事はその分子を成す Vakat-O値が両t干の

間l乙“「アJstress"後に於て「ア」後第3尿を除いて有

志差を認め得なかった事より!日jでありア」後第ヲ尿lこ

於ては Bll'Iの Vakat-O他が A群lこ対して有志の低値を

示したに拘らず，本値が猶高値を呈したのは分母である k

f立が A群l乙於て B群よりはるかに有なの高値を呈したた

めに考えられる O いづれにしても木イ¥1'[は波労測定法として

のJ性格を有するものと丘える O

ii) O/K2値(第 O，16， 25図，第9，17， 21表)

本値も“stress"のより強かった B君主が A群に比較

して有志:のi高値を長く且つ強く示した。この O/K2値の上

昇は明かに K2値の A群lこ於る上界と B群l乙於る下降

による事は前項 O/K1i1JJこ於て述べた如く両群 Vakat-O

値の間!C有怠差を示したのが「アJ後第3尿のみであった

点、よりむい得，本OiK21'直が両群「ア」後第3尿lこ於て有
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意:差を示さなかった事も叉との点にあったと考えられる。

民[Jち本値は群の比較に於ても，外力負仰の大であった

B群l乙於て11月かに有意の高値を示し，叉“「アJstress" !こ

より各群共に上昇した点よりして一応疲労測定法の性格を

持つものと考えてさしっかえなかろうと考える O

iii) Vakat-O 1時間値 (mgper hour) 

木古!(は当然 stressの大きい筈である B群lこ於て有必:

の出偵を示さず，むしろ「ア」後第3尿に於て有志の低値

を B群lこ於て示した事よりして，本法も是のみでは疲労

測定法として探用し難いものと思はれる。

次に lア」と各種代謝との関係につき考察をすすめて

みよう。

II) エチルアルコーJ!-の各種物質代謝に及ぼす影響

について

J:!]iJ乙実験条件の項で述べfこ如し“「アJstre3S"負荷

1時間前より水分以取を禁じた生体lζ アJを負何した

場合生ずる各種代謝の変動につきて観察するに，

尿量 111寺間値 (ccper hour)の変遷は第 1，11， 23 

図，第3，15， 19表の示す如く，各群共l乙“「ア stress"

により「ア」後第 1尿で最高値を示し，特l乙8時間勤おの

B群に於て各鮮中の最l副直を示し，他群が「ア」後第2尿

以下で「ア」投与前値に復するに反し， B群はなほ有忌、の

高値を示したのであるが p 此の場合尿排出は副腎機能の存

L下lこ脳下垂体後葉並びlこ甲状腺機能lこ大きく影響される

ものと仮定したならば，“「アJstress"は尿排出の増大を

来さしめ生体を脱水症の方向l乙追ひやり，こ乙l乙後葉系l乙

比する甲状腺機能の増大を考えねばならないであろうし，

叉此の甲状腺の機能は副腎機能系の存在下に於て行はれる

以上，この尿量の増大は副腎機能に対する甲状腺機能系の

光進の像がうかがわれるとみて差しっかえなかろう。

クロール(1時間値 mgper hour，濃度 rngper 

100 cc)の消長をみるに，第2，3， 12， 24図及び第4，

5， 16， 20表lこ示す如く， 81時間勤ちの B群及び4時間

勤務の C 群lζ於て共に濃度の激しい下降を，非勤務の A

群l乙於ても同様に“「アJstress" により下降を示し，特

に Bn下lこ於ては「ア j後第2尿迄続ており，一方クロー
ル1時間1¥1{はA，B 雨的ともに「ア」後?s2尿に於て有

志の低1¥立を示し， B群l乙於ては両1t包ともに最も変化が激し

かったと言える。換言すれば勤務後の生体lこ対する“「ア」

stress"は塩頴代謝にも大きく波及したものと言える O

i欠lこ尿中燐酸(酸度 E 濃度 rngper 100 cc，酸度

illl時間値 rngper hour)の消長についてみるに，第

4， 5， 14， 15図，第6，7表l乙示す如く A群はその時

間値l乙於て B群l乙比し有尽の低値を「アJ後第 1，第2

尿l乙於て示し，又その時間的経過に於ても長く且つ強い減
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少を示したのに反し， A群はこの傾向が少なかったことと

なる。又その濃度に於て B群は A群lこ対し夫々の勤初，

出動及ひー安静尿l乙於て有Aの高値を取っているが，“「アJ

stress"負荷後lこ於てこの両群に有怠差を認めずア」

後第3尿lζ於てのみ B群が有志の高値を A群lこ対して示

し且つ自らの全経過中最高値を示したと言える。

燐酸は既知の如く体内に於て A.T.P.をめぐる 'jt

の energy代謝に大きく関与するのみならず，蛋白ftiAj

lこも関係している。

一般に尿中燐酸は Insulin投与によって減少し，其

の他のホノレモシによって地加するものと目され，特 lこ最，;~

lこ於ては副甲状腺の機能もそれに大きく関与し，その機能

の増大は燐酸の尿巾排出lこ大きく影響し，それを上封させ

る事実も亦指摘されている。かかる点より，余の実験lこ於

る“「アJstress"下尿中燐酸の下降は『山日!こ興味ある事と

~;，まざるをねない O

L~ Bretonめ等の実験l乙依れば「ア」は等力川崎山の

栄養素と íi~.l換して燃 t;'f;し，其等の栄美素特lこ糖質の燃 t)tは

抑制され，それは同化に傾く以上，そこに;憐の動員(附燐

機構)を考えた場合，尿中燐酸の排出の減少は誠lこ興味が

あり，強いて之を内分泌学的にみれば，他の機能系lこ比す

る Vago-Insulin機能系の元i1主も考えねばならないであ

ろう O

次l乙尿rt室奈 (mg per hour)の消長についてみれ

ば， ;;r~ 21 [却乙示す如くア」投与により一時的にJ1進

させられた蛋白代謝も，生体のそれに対する適応の現れと

して投与後41時間以内には強い抑制の像がうかがわれる。

次に OjK値及び OjK2値の消長についてみるに，本

{直は第.:;， 7， 16， 17， 25， 26 ['%]及び第9，10，17，21表

に示す如く，“「アJstress" ，こより有2、の尚偵を:示し 8

時間勤むの Bll守に於て特lこ長く且つ大きく上告卜し， 4 JI寺

間勤むの C群が之l乙続いている。

以上総犯すれば，それがJI!T)Jt;のA，8~洋間勤 12の B ，

4 JI寺r:司勤むの C の各II手のえ件をとはず，“「アJstress" 

は尿量の増大，いわば生体を脱水症の状態に傾けるのみな

らず，尿中 Cl排出(その濃度を含む)並びに燐酸の排出

l乙異常を来すのみならず，OjK2及び OjKflTlの上昇をも

みる事となろうが，それが特に上記3j洋中「ア」負荷前l乙於

てすでにその原因が体内栄養素の欠亡にあろうとも，とに

かく他群に比し好ましい条件下になかったと考えられる 8

時間勤孜後の生体(B群)に於てそれ等の変動が大であ

ったと言う事になる。

更に全群を通じ，作秒、故者別lこ前記尿中生機的物資の

相関について観察すれば次のような事となる o (図 lより

おにいたるすべてに於て，変化の度lこ応じ21f'i'に分けて観

察したo ll[Jち A，C群l乙於ては OjKの上昇大であったも

のを太線で， B若手で、は上昇小て、あったものを太線で表示し

た)

A， B， C各群lこ於る尿中生機物質の相関的観察

i) A群 OjK値(第7図，第 10表):本値の変

化激しきものは，被故者番号2，九 11，12， O/K2fl(( (第

心|河， rrE 9表):木11rTの変化激しきものは，被険者番号2，
u， 11， 12，尿呈 /1時間恒 (ccp2r hour) 本似の変化

厳しきものは被;険者番号2，6， 11， 12，尿中クロール濃

度 (mgp2r 100 cc) 本位の変佑激しきものは，被検者

番号~， o， 11， 12であった。

ii) B群 O/K値(第 17凶，第 10表):本偵の変

化少きものは，被検者苦手号3，7， 9. OjK211!( (第 16

悶，第9表):本値の変化少きものは，被険者蓄号 3，7， 

9，尿量 1時間値 (ccper hour) 本値の変化少きもの

は，被検名ー番号3，9，尿rtクローノレ濃度 (mg p2r 100 

cc) :本値の変化少なきものは，被険者番号3. 7， 9で

あった。

iii) C群 O/K他(第26凶，第 18，22表):本

位の変化滋しきものは，被枚者番号 1，ヲ， 7， 10， 

O/K2 値(第25凶，第 17，21表):本偵の変化厳しきも

のは J 被級者苔号 1，ラ 7，10，尿泣 /1時間ft(f(cc per 

hour) 本位の変化激しきものは，被枚者番号 1，5， 7， 

10，尿中クローノレ濃度 (mgper 100 cc) : ，判1((の変化激

しきものは 3 被航者荏サ 1，5， 7， 10，であった。

以上の結果よりして，要するに水分・塩類代謝の乱れ

の激しかった個体(尿量並びに尿中クローノレの変動が大で

あった個体)に於ては en色rgy代謝も乱れ (O/K，OjK2 

の上外)を生ずると， ，う事となる O

以上の事3{を H.Selyeの考えに従って分裂iすれば，

A群に於る被険者に 12名中 l名(被検者番号u);日IJち尿

量の大きく減少した例(尿量の減少，クロール濃度の下

降， O/K， OjK2の上?のは“「アJstress" !こより告白

反応を惹起し， shock phas告に陥入した生体と考えら

れ，又 A，B， C 3群中上記 Al!下被検者番号6をJ余く全

被検者 35名中 16名 (A群:被検者番号:2， 11， 12， B 

群:被険者番号 3，9を除く 9名， C.ll下:被険者番号

10， 1， 7， 5)日IJち尿量の比較的大きく上昇ーした例(尿

量の増大，クロール濃度の低下， O/K， O/K2の上昇)は

“「アJstress" により警告反応を惹起し，抗 shock相に

陥入した生体と考えられ，又同様KA， B， C 3群を含む

残りの 20名中 14名 (A群:被険者番号2，o， 11， 12 

の4名を訟く 8名， B群:被牧者番号3，9， C詳:被

枚者番号 3.4， 8， 12)は尿量の変化少かった例(尿量，

尿中クローノレ，OjK， O/K2 j1dこ変動小)で“|アJstress" 



に対し歪んだ適応を示さなかったいわゆる適応型と考えら

れる。

以上の結宋を生体反応側より大きく分頬すれば

1) 脳下垂体後集機能 J'C進型(貧尿型 shock相陥

入型)

2) 脳下垂体前葉機能}'[進型(多尿型:抗 shock相

陥入型)

3) 適応可!

の3型l己分類出来る O

オての以上の研究が:‘「アJstress"と特lこ怠起された

進んだ適応を余儀なくされた種々の疾忠(ロイマチスム

ス，高血圧症，胃潰湯〕との解iリj，並びlにζ栄t養1を、:素素素いen町1臼己r昭gy
l似除)としての「ア」の械補i液の司九

?キ七とする庁所;でで、ある O

結論

“「アJstress"が人体に対してし〉かなる彫響を及ぼす

か，ス人体がその“「アJstress" K)(jしてし〉かなる適応性

を示すかと言う点について，生体反応の立場から究明し度

いと考え，健康男子 (30J前後)12名を選出し， ["ア」投

与前の条件を 3穏に分け 3 非勤fZのものを A 群 4時間

勤引のものを C群， 81時間WJf;のものを B1J:1'とし， A， 

B :!l1!こは「ア j~l子前 lこ 11時間安静に li如水させ， A 訴を

対Jl，nとして， 七ト君Tーに:アノレコーノレ (2ラタ6エチノレアノレゴーノレ
200 ccを 15分以内lこ絃u投与)をi，!{，tiし3 以後安r'ii'1仰木

せしめ， 11時間半毎lこ採尿を行ひ，次の如き尿中生機物1i
を測定し，その消長を観察した。(安静時間以後は水分の

摂取を禁止し，室温は 180CK保った)

1) “「アJstress"は尿量の増大，クロール排出の減

少，尿rlJ燐酸排出の減少，及び O/K，0/K2値の上昇を

造、起せしめる O

2) “「アJstress"による尿rjj生機物到の消iえはi欠の

通りである O

i) 尿量:1 1I!i'lliJ1lI'¥ (cc per hour) :本似は“「ア」

stress" !乙依って増大し，引に 811寺間lIJ孜の B群!c於て

甚しく， C君子f之につぎ，非勤務の A群が一番その変動が

少なかった O

ii) クロ~ ，レ 111寺 r.~ll!I (mg per hour) “「ア」

stress" !こより本値は次第に減少の傾向を有し， B群l乙於

て特に甚しかった。

iii) クローノレ濃度 (mgp巴r100 cc) :“「アJstr巴SSIl

により減少， B群に於て特lこ甚しかった O

iy) Donaggio llii :一定の傾同を示さず、特lこB1刊

に於ては“「ア s'.tess"によっても何等有志の交イ七を示さ

なかった。
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v) 安田・西風の尿係数 (O/K，0/K2) 本値は

“「アJstr之SSIlによって， A， B， Cのいつれの若干に於て

も上昇を示し J 特に811寺間勤むの B群lこ於て最[匂を示し，

41時間勤Eの C群之につぎ p 非勤おの A群l乙於て最低の
上昇を示した。

vi) Vakat-O 1 時間似 (mgp3f hour) 本値は

“「アJstress"によって上)-7を示したが， A， B， C 3昨

日]の比較に於ては有 d口、 ;r~を"忍めなかった。

vii) 総沃度酸値 K 111寺間1[~ (mg per hour) :本値

は“「ア s.~r':5511 により ，B lrHc於ては有怠の下降を，

A群lこ於ては有心、の仁舛を示した。

viii) 第 2i天度目支111lK2 1 iI:i'lilHltl (mg p2r hour) : 

本111'(liij"己K と:山j憾のふ1iJ:を示したが J よりおt泣であった。
ix) 酸度皿 l時間値(燐酸値 mgp，:r hour) 

本Hllは“「アJS'，r2SS" によりむしろ減少を示し A群が

B群よりも低似をとった O

x) 酸皮 IIIi民皮(燐酸1!ii:mg p:r 100 cc) :本位

は“「アJs:r己55" 乙より A，B -lilDll'i，!乙於て減少を示し，

且つ~r，jlt干の問に有，江主を"包めたのは「ア」投与後第 3 尿 lこ

於てのみであった O

xi) 室奈 11時間他 (mgper hour) :本他は“「ア」

stressl>により有辺、の上ケ1'-を示した。

xii) O/N 似 (miilJurの酸化尚):本値は‘「ア l

st feSS" により一定の似IhJをノJ-;さなかった O

ェiii) 血沈1~i (21時間1111:mm) :本11([は B併に於て

「ア」投与後40分で有訟の t外(促進)を示し， A群は

「アJ投与後3時間，及び4時間に於て逆に下降(遅延)

を示した。しかしiil，]群の比較に於ては「ア」投与前他に於

てのみ有，岳、差をみとめ， AJl干の方が高値を示した O

3) A， B， C 3 併を-J~í し，尿排出量，クローjレ{弘

安田・西風の尿係数 (O/K，0/K2)の相関に於て観察し

た結果，尿呈p クローノレ他の動話の滋しい集団l乙於て 0/

K， 0/K2は仙の被検者lこ比して上汗を示した O

4) 波')j測定法の立場から

余は本実験に於て“「アJstr巴SSIlに対する生体の適

応の強弱を測定する目的で，疲労測定法を採用したが，

Donaggio-rlr添法は B1;干に於て“「アJstress" !こ依るも

全く変化を示さず，好ましい結果を示さなかった。叉燐酸

値法は単位時間値l乙於ては“「アJstress"により非勤務

のA，81時間勤務の B，両群共に下降を示し，叉 A群は

B群lこ対し有志の低値をとったが，上昇を予位、される本位

が下降を示すと言う好ましくない結果を示した。

叉燐酸濃度は竹屋氏の言う所によれば上昇を予恕され

るに反して μ 「アJstress"下lこ於ては， A， B '1両詳共lこ

干降を示すと，-，う好ましくない結束を示した。
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安田・西風の尿係数 (O/K，O/K2)は前項 3)及び なるJ感謝の志を捧げると共に常に御鞭t遣を賜った札幌市

2) !乙於て述べた如く‘「アJstr己ss"下lこ於てA，B， C 中央保健所長山田大秋博士はじめ所員の各位に衷心より

3鮮共に上昇し， 且つその度が B群lこ於て最も強く， C 謝必;を捧げる O

群これにつぎ，非勤務の A群が最低を示しp 且つ他の水

分・塩頬代謝の乱れの大きいもの程上昇を示し，生体の歪

んだ適応の度に比較的平行し，一応疲労測定法としての性

格を有している如く思はれた。

5) energy源としてのアノレゴーノレの使用が最;11外科

領域lこ於て行はれているが，余の実験の結果よりすれば，

アルコーノレの投与は安静時 energy 源となる点に於てI意

義があるが，脱水症或は水血症へ傾かしむる可能性も考え

られるので将来猶充分なる検討を要するものと忠う。

〉く × × 

1) 脳下垂体後葉機能充進型(貧尿型)

2) 脳下垂体前菜機能元進型(多尿型)

3) 適応型

被検者 36名中 G名を除いた 30名に於て以上の如き分

類が出来たが 3 猶“「アJstress"によって尿量の増大を

示すも，クロール濃度及び O/K，O/K2の変動の少かっ

たのは B群に於る被険者7の例である。 これはむしろ

余としては適応型に分類してみたい。

之を A，B， C 3群を対象とする尿生機物質の相関に

於て親祭すれば， A群は全体として“「ァJstress"に

よる尿排池量の増大はみられず， (既述の通り統計学的

検討の結果明らかである〕それに比して B，C群は

“「アJstress"によって尿量の増大がうかがわれる以

上， A群は“「ァJstress"に対しては，いわゆる適応群

と分類させ， B， C群は歪んだ適応を示した群として分

類させ， A， B， C 3群の比較に於る統計学的観察すれ

ば， B， C両群間に有志差なきも， A， B両群聞に有志

差を認め， A， C群問に有志差なき点よりして，ここに

C 群は A，B両群の'j'fU]に属するものと推察される所

よりすれば，その“「ァJstress" に対する読んだ適応

の度は， B群に於て最?与を示し C群がそれに続くと

言う事になろう O

潤筆にあたり終始御懇切なる御指導と御校閣を賜った

恩師安田守雄教授，立立びに結核研究所西風情助教授に深甚
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第 3表 A.B両群を対象とする尿量 1時間値
(cc per hour)の消長

ミト尽種lHl勤尿州安糊;「ア」後 ICア」後 Icア」後
¥¥|勤務尿(B)I -"'-tlrPJ¥. 1 第 1尿|第2尿!第 3尿
¥世寺 ¥l=n""''''1 ιl 一一一一lー←ー~I一一一
叫内¥filJ!-2.5--11 1 -0 1 0 -l.51l.5-3.013.0-4.5 群名、1I ~../'--.1 1 .l '-V  I V'-.1o/lJ.o/'-."I.vl 

10.6士 1123.8士 1165.6土185.0士 :87.2土
A 群 54.71) 7l.83: 100.501 33.49: 54.58 

(12)) (12)) (12)) (12)) (12) 

89.2土 1119.3土 1363.9土 1170.2:t153.9土
B 群 1 伺 .881 43.38， 159.921 97.261 27.74 

(叫(叫(叫(叫〔切

手L志差の Itーζ 1 t= It=3.6191 tニ 2.891t二
有 無 有志|有意|

( )は例主xを示す。
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A 
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第 5表 A.B両群を対象とする尿中クロール

濃度 (mgper 100 cc)の消長

大丈¥尿種l出勤尿(A)I'ti: ~tFR I Cア」後 ICアJ後 ICア」後、作l勤務尿JJ1安静尿!第 1尿!第2尿 i第 3尿
群ぷ~ì[-=;~-5;-~11~ユ1-0瓦訓示元(示品

飢ち士 :704.8:::t1487.2:::t 1757.6士片礼7士
A 群 1 281.C61 191.321 179.071 168.231 246.33 

(12)1 (12)1 (12)1 (12)1 (12) 

955.8土 i823.4:::t ，272.ラ士 1318.3士 1657.1士
B 群 167.561190.771 135.501 117.781 186.04 

(12)/ (12)] (12)1 (12)1 (12) 

有志:差の It二 ，t = It -3 3142:t -7.4166It二 4.069

1 鰹 L- |一一一よ←究室_1_:fI皇陛主主
( )は例数を示す。

A 

B 

A 

B 



1開 .4:t1577.6士 167:2.7:t!654.0:t 1423.3:t 
群 113.01 1:26.831 94.111 284.431 39.48 

(1:2)1 (1:2)1 (U)I (12)1 (1:2) 

1 tニ 1t1  t1  t= It=主42

72 

有意差の 1t=3.01 It=2.47 1 tニ 1 t= It=3.34 
有 無 l 有:意|有意有意

( )内は例数を示す。
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有志差の
有無

〕内は例数を示す。
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A.B両群を対象とする
Donaggio値の消長

第8表

そ¥¥京瓦百動尿(A1I三孟孟打7J配了アゴ主主t: 17 Jl乏
¥コトqz|勤務尿(Rll"'"貯爪!第 1尿|第2尿|第3尿

九:尽1-:2九rI← 1-010-1.5 11 問中山ラ
I:Z9.1:t 34.5:t 131.8土 138.4:t 137.7:t 
群 9.99， 6.411 5.6θ5.471 7.ラO

30.3:t 133.6土 1:26.4:t 1:23.6土 1:2.33:t

ZE豆長 IT':;;一-1t7-1E72F252F毘

第12表

A 

A 

B 

〕内は191J数を示す。

群B 

A.B両群を対象とする U/K2値の消長第 g表

A.B両群を対象とする尿中第2沃度酸値(一

名煮沸沃度酸値 K2:mg per hour)の消長

第13表

A 

B 

群

群

A 

B 

)内は例数を示す。

A.B両群を対象とするJ{!lI');値

(2時出値)の消長

¥¥拐<l!rr I I ，~， "V_ I 
¥3不ι回目l 珂 1r--.7 I位 1 1アJ 後 1 1ア」 後口1明白 前「ア」後4町 3 時間 1'4時間

13.4:t 7 .33110. 9:t 6. 86!r 1. 3:t6.制9.:2:t4.70
(12)1 (I:Z)I (1:2)1 (U) 

5.3土3.6819.:2:t6.79: 6.9土5.4617.ラ:t4.64

(1:2)1 (1:2)1 (1:2)1 (1:2) 

F差是 1t=γ出tニ山 1 tニ1.7ラ 1 t=0.89 
( )内は例数を示す。

第14表

第 10表

群A 

B 

群

群

A 

B 

第 11表

群A 



第 15表 A. C両群を対象とする尿量 i時間値

(cc per hour)の消長

℃¥¥]尿措1/:11勤尿(A)IIア」後 「アJ1決1IアJ後
¥1d圏璽里山旦よ旦豊三一足|豆2A一
群勺7問IH-月一li0 -1.51 1.5-3.0 130-4.5 名 ¥¥l(c)-I.5-O[ v - 且・ノ A ・ 1 

106.8十 1165.6+ 185.0十 187.2十
A 群 54.711 100.列 33.4例目.58

(1:2)1 (1:2)1 (1:2)1 (1:2) 

7:2 .8土 1:~93.1 士 169.0士 133.9土
C 群 30.451 134.3:21 44.8引 13.88

(1:2)1 (1:2)1 (1:2)1 (1:2) 

有意差の 1t二 2.39 1 t二二2.88 ! t= 1.35 1 t=4.08 
有無(有 i 有 l 無 l 有

( )内は例数を示す。

第 16表 A.C両群を対象とする尿中ク司ーノレ

濃度 (mgper 100 cc)の消長

干旦程「リ矧1
¥¥¥ 云F竺i勤務尿(ωC巳叫21第 1 尿 I~皇塑 2 尿 1皇三fι
群 阿問 A)-寸2.5--11 ()← t 民|い1κ←ミ口 1.，口ι4κ
名 ¥ -I(r.)喧1.5-01 v -.・ノ 1 .・/ -J.V  1 /.v  a ノ

A 群 ;片卸…9勺7詰誌わいμD郎dJ6Jl
(12の)1 (1:2)1 (1:2)! (1:2 

!宮84:2乙.3土 1旧38白3.9士|凶4男 .4土 l庁70回8.1士
C 群 199.引 183.531 176.7:21 品.:23
l(1:2ツ(1:2)(1:2)1 (I:Z) 

F 差是 It二主96 l t=F  !t二209 1tzr 

( )内は伊]数を示す。

第17表 A.C両群を対象とする O!K2値の消長

て¥尿暗!山品目(A、:r 7' J 他 1r 7' J 体 1i7' J 1麦
、¥会!?越監Ejl亙i旦-l回旦|亙主旦
群 円問1.¥A)-:Z.5-ー11() _ .に 1.c .， n 1 雪山 A ~ 
名¥:1(;;)-1.ヲ_01 U -1.フ1I・フ~コ・UI-'・….フ

31. 6+6. 00140.8十 1:29.6十8.46
1
:27.6+:2. 71 

群 l(1411im(14(12)

1フB弓十5.6引46.:2土 136.9土 |ヴ7.7斗86.3
C 群 1-------1 :23.4: ~1 :2:2.621 

!(1:2)1 (12)1 (1:2)1 (1:2) 

円止璽 lt=無 1t=無 It=無
( )内は例数を示す。

第18表 A.C両群を対象とする O!K値の消長

て¥¥尿暗|出勤尿(A)Iiア」後 1iア」 後 1rア」 後
\\よ竺l塾務監~)I_ll'L~J!jLl室三旦一I..Æ土旦
群〉」7 間I~A~-:!' 雪 --ll 0 -1.5 11.5-3.0 I 3.0-4.5 
治 ¥¥I(c)-1.5-町 I ..J -/.v  1 
117.3土?16121.6士4.如!17.F土日.15115.5::+::0.80

A 群(l:d (ld (l:d (1:2) 
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117.1 :+::2.63124.8-1:7.80119.6士 116.3十2.97
C 群 .1 .1 10.841 

(1:2)) (1:2)) (1:2)) (12) 

有意差の It= It= It= It= 
有無|無|無|無|無

( )内は例数を示す。

第19表 B.C群を対象とする尿量 1時間値
(cc per hour)の消長

、5予割I-.!竺~I直亙jj笠1:1七|ZjZ豆u直亙ij豆i 
群'"て「間岡間可lμ(いωA心)-2
;冶白 ¥¥JI(cω)-→1.5-01 v ，-，0/ 1 • O/'-.JoV 1 
!卸.2士 13臼.9土 lno.:2土 153.9土

B 群 44.88'，ぢ9.921 97.2削 27.74
(12)1 (12)1 (12)1 (12) 

72.8+ 口293.1+ 169.0+ 133.9十
C 群 30.451 134.321 44.8引 13.88

(12)1 (12)1 (12)1 (12) 

F 差長 Itニ |t= いつ22lt言-言
( )内は例数を示す。

第四表 B.C両群を対象とする尿中クロール

濃度 (mgper 100 cc)の消長

可¥阜樹勤務尿 1~ア」後 1 ~ア」後 I ~ア J 1 
\昨\I__~J 111 l7J'. J ~ 1 TK 1旦三~I笠よJL

群\円問I~ß!-~.~ー~I 0 - 1.5 1 1.5-3.0 1 3.0-4.5 名、¥¥I(c)同 1.ヲ-0I V <-1../ I 1...-'.-.......v I 

95ヲ.8土 1272.匹::+:: 1318.3土 1657.1士
B 群 167.56] 13広告01 117.78: 186.04 

(12)1 (12)1 (12)1 (12) 

842.3::+:: 1383.9土 14男.4士 1708.1士
C 群 199.52: 183.531 176.72) 168.23 

(12)1 (12)1 (12)1 (12) 

有意差の It= It= Itニ 1 t= 
有無|無|無 i 無 i 無

( )内は例数を示す。

第21表 B.C両群を対象とする O!K2値

の消長

B 

C 
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第 22表 B.C両群を対象とする u/K値の消長

群
18.1士3.27126.5士6.97128.7土 118.4::t3.03

( 1刈 (12)|152|(12)

8+7.80119.6士 116.3十2.97
C 群 i 判 υー 12|l

Z意差是 1t= 1 t=寸t言21t二1.97
( )内は例数を示す。
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